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梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
、
暖
か
な
春
の
お

と
ず
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
で
は
３
月
２
日
に
高
等
部
専
門
学
科

19
人
、
３
月
11
日
に
中
学
部
４
人
、
高

等
部
普
通
科
10
人
、
計
33
人
が
学
舎
を

巣
立
ち
ま
す
。

校
訓
『
じ
ょ
う
ぶ
で

明
る
く

粘
り
強

く
』
の
も
と
、
３
年
間
か
ら
12

年
間
、

お
互
い
の
良
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
可

能
性
へ
挑
戦
し
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
進
学
、
就
職
、
施

設
の
利
用
等
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
人

一
人
が
自
信
を
持
っ
て
、
周
り
の
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
元
気
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

校
区
の
皆
様
に
は
、
本
校
児
童
生
徒
を

温
か
く
見
守
っ
て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、

多
く
の
行
事
や
教
育
活
動
に
御
支
援
・
御

協
力
を
賜
り
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

専門学科卒業式
３月２日に高等部専門学科の卒業

式を挙行しました。卒業生代表によ

る答辞では、修学旅行や運動会、園

芸や工芸の作業学習など３年間の思

い出と、保護者や先生への感謝の気

持ち、「どんなに困難があってもあ

きらめずに歩んでいく」という誓い

を、立派に発表しました。退場の途

中で卒業生が保護者席前に一列に並

んでお礼の言葉を述べると、会場の

涙を誘っていました。

本年度の専門学科卒業生は全員の

就労先も決まり、４月からは新社会

人として、それぞれの職場で活躍す

ることになります。

２月２４日の全校集会で、３月に卒業を迎え

る生徒とのお別れ会を行いました。今年度卒業

生が所属する、中学部、高等部普通科、専門学

科の生徒が一人ずつ、思い出を発表をしまし

た。修学旅行や運動会、現場実習や陸上同好会

などについて、松橋支援学校での学校生活で心

に残ったことを発表しました。卒業生から在校

生に向けてのメッセージもあり、在校生は、卒

業生の言葉に耳を傾けていました。最後は、全

員で「旅立ちの日に」を合唱し、別れを惜しみ

ました。

全校集会（お別れ会）
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カ
ス
ミ
ソ
ウ
贈
呈

デ
ジ
タ
ル
写
真
巡
回
展

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

熊
本
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
主

催
に
よ
る
第
１
回
肢
体
不
自
由
児

デ
ジ
タ
ル
写
真
展
入
賞
作
品
の
巡

回
展
示
会
を
、
２
月
４
日
か
ら
12

日
ま
で
本
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
校
高
等
部
普
通
科
３
年
生
が
熊

本
第
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

（
最
高
賞
）
を
受
賞
し
、
他
に
も

高
等
部
普
通
科
２
年
生
が
金
賞
、

中
学
部
１
年
生
が
審
査
委
員
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
図
書
館
前
に
展

示
し
た
16
点
の
作
品
に
、
多
く
の

児
童
生
徒
が
足
を
止
め
て
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

高
等
部
重
複
障
が
い
学
級
（
２
組
）

で
は
、
昨
年
11

月
に
、
熊
本
県
花
き

協
会
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
賛
生
花
店
、

宇
城
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

の
み
な
さ
ん
を
本
校
に
お
招
き
し
、

「
く
ま
も
と
『
花
っ
て
い
い
よ
ね
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
出
張
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
ご

縁
で
２
月
10
日
に
、
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き

花
倶
楽
部
・
熊
本
県
花
き
協
会
宇
城
支

部
よ
り
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
贈
呈
を
受

け
、
正
面
玄
関
と
高
等
部
棟
に
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
14
日
に
熊
本
県
立
総
合
運
動

公
園
で
行
わ
れ
た
「
障
害
者
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
兼
第

１
回
熊
本
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
大
会
」
に
高
等
部
専
門
学
科
の
６

人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
標
的
の

輪
に
10
回
投
げ
て
通
過
し
た
回
数
を

競
う
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
」
と
、
飛
ん
だ

距
離
を
競
う
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
の
２
種
目
に
そ
れ
ぞ
れ
が

挑
戦
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

た
生
徒
も
い
れ
ば
、
悔
し
さ
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
生
徒
も

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
向
け
て
意
欲
が
高
ま

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
26
日
に
美
里
町
に
あ
る
「
釈
迦

院
御
坂
歩
道

日
本
一
の
石
段
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
と

コ
ツ
コ
ツ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
石
段
登

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ス
は
３
３
３
３
段
踏
破
を
目
指

し
、
コ
ツ
コ
ツ
コ
ー
ス
は
３
０
０
段
か

ら
９
０
０
段
踏
破
を
目
指
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
は
頂

上
到
着
ま
で
の
時
間
に
個
人
差
は
あ
り

ま
し
た
が
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ

た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
全
員
無
事
に
頂
上
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
も
目

標
を
遥
か
に
超
え
、
１
７
０
０
段
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒

も
い
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
同
士
の
絆
が
深
ま
っ
た
す

ば
ら
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。


